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八女学院中学１年
川﨑琴葉さんの模写
坂本繁二郎先生の『能面と鼓の胴』
　11 月３日の「帰居祭」のために、今年も
画塾にポスターに使う坂本先生の絵の模写
画 の 依 頼 が あ
り、６月から８

月までかかってこの作品ができあが
りました。
　坂本先生 80 歳のとき（昭和 27 年）
の油彩画「能面と鼓の胴」（F10 号）
の部分模写です。原画は坂本先生の
能面シリーズの最後のころの最も優
れた作品といわれています。クレパ
スでの模写です。重ねたクレパスを
ナイフで削り、さらに色を重ねると
想定外の色が出現します。
　その美を、読書・演劇好きの琴葉
さんは、充分感得してくれたと思っ
ています。

杉山絵の教室　杉山　亞土

阿蘇山の噴火に遭遇！　2015/09/14
　一度はやってみたいと思っていた事がある。それは一日で朝日と
夕日を体験する事です。今日は絶好のチャンス、早朝３時に阿蘇の
俵山（1094 ｍ）を目指してスタートした。
　午前６時撮影ポイントの俵山峠展望台で、朝焼けが始まったが日
の出の瞬間は雲の中に隠れて撮影できなかった。
　登山は一本道でぐんぐん登ると左手に阿蘇方面が広がり、野の花
を楽しみながら約２時間で山頂着となった。
　到着と同時に誰かが叫んだ。「阿蘇山が爆発したぞ〜！！」午前９
時 43 分噴煙は 2000 ｍまで上昇し緊張が走る。これだけの噴火は
94 年以来で降灰は 60 キロ離れた筑後市でも観測されたそうだ。そ
の後噴火は治まり安全を確認して下山となった。
　下山後は車で西へ 80㎞移動し玉名市の小岱山（501 ｍ）に１時間
で再登頂、６時 20 分有明海に沈む、真っ赤な夕日を撮影して帰路
についた。
　「地球は動いている、阿蘇山は生きている」と実感する“長〜い一日”
が終わった。　　　　　　　　　八女文化連盟写真部　樋口　清人
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視覚デザイン研究所
「和の色のものがたり」より
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矢部川源流・杣の里の四季　㊾
スズムシバナ（鈴虫花）[ キツネノマゴ科 ]

　矢部村では 9 月、林
の木陰に咲いている。
午後になると花が萎む
ので午前中でないと開
花した花を見ることが
出来ない。和名はスズ
ムシが鳴きはじめる頃
に咲くということから
きている。春に咲くラ
ン科のスズムシソウは
別種。

（黒木町）松尾　重根

立花町山崎

山田　富紀子

街かど
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